
会 議 録

１会議名 第２回 南砺市図書館協議会

２議題 ①平成２６年度南砺市立図書館の利用実績（４～12月）について
②平成２７年度図書館予算要求（案）の概要について

③その他

３開催日時 平成２７年２月１７日（火）午後３時１５分から午後４時３０分

４開催場所 南砺市役所井波庁舎３０１会議室

５出席者 南砺市図書館協議会委員 出席６名／全９名

委 員：浅田直彦、池田香織、唐嶋田鶴子、武田和一、土田久美子、松田洋一、

事務局：教育長、教育部長、生涯学習スポーツ課長、施設管理係長・主任

図書館長・副主幹・主任

６欠席者 影近義明、中道 實、水上 洋

７傍聴者 なし

８議事内容 ・開会 山本図書館長

・開会あいさつ 武田会長、高田教育長

・進行 武田会長

①平成２６年度南砺市立図書館の利用実績（４～12月）について
  事務局より「資料１」に沿って説明

委 員：開館日や開館時間の拡大説明があったが、利用者数・貸出冊数との関係は？

事務局：近年、蔵書点検日数の短縮、祝日の開館等により利用者サービスの拡大に

    努めてきた。利用者・貸出冊数は増加傾向にあるが、利用者・貸出冊数増加

    にも一定の限界が有り、コスト面も考慮する必要がある。

委 員：年齢別の利用者の傾向は？

事務局：利用者の４分の１は 60才以上の方である。H23年度から保育園・幼稚園の
年長児を対象に図書館利用カードをプレゼントしている。毎年、約 400人
の内８割が申込んでいる。残りの２割も既にカードを持っている子が多い。

その効果の表れか小学生以下の年齢の人口は減少しているが、小学生の年齢

層で図書館を利用した人数は増加傾向にある。

委 員：図書館が高齢者の憩いの場になっている面もある。

委 員：絵本が幼児の成長に良い事は誰でも理解しているが、どんな絵本を選べば

    よいか分からない保護者もいる。幼稚園の担当者が図書館へ行き本の選び

    方の指導を受け、参観日に配布した。

委 員：PTAではスポーツ少年団等いろいろな活動も有り、特に図書館の利用に関して
    啓発等はしていない。

委 員：どういう利用者層が多いか？

事務局：中・高生は学習の場として利用する生徒も多い。働き盛りの 40代後半から
50代は少ない状況である。

委 員：山間部では子供が図書館を利用する際の送迎が難しい。放課後児童クラブの

子供たちが図書館を利用する事は良いことである。

図書館に所蔵していない本を借りたい場合の対応は？

事務局：県内外の図書館との相互貸借制度の利用や図書の必要性が高い場合は購入。

委 員：今後も地道に PRして利用者・貸出冊数の増加に努めてほしい。



②平成２７年度図書館予算要求（案）の概要について

事務局より「資料２」に沿って説明、特に質疑等無し。

③その他

  事務局より「南砺市立図書館運営形態に関する参考資料」に沿って説明。

委 員：市の図書館に対する目的や方向性を明確にしてから運営形態を検討すべき。

    経費面だけを考えると、結論は指定管理になるのでは。

委 員：現在の直営で特に問題ないと思うが、市の職員数削減計画との関係から、この

    話が検討されたのではないか？

事務局：図書館は他の公共施設に比べ全国的に指定管理の導入が遅れているのが現状。

図書館法により無料が原則で、指定管理者の努力により利益を上げることが

できない事や教育施設として直営方式が好ましいという方針が他の公共施設

に比べ導入が遅れている理由として考えられる。

高山市は合併した旧村で新たに図書館(分館)ができた事が特徴。
武雄市は年中無休・開館時間の拡大、カフェ等の併設が特徴。

南砺市では利用者の増加を目指すのか？レファレンスサービスの充実を目指

すのか？どちらとも目指すのか？方向性を出す必要がある。

委 員：民間業者はノウハウのマニュアルを持っており、うまく運営するかもしれな

いが、絵本の良さは、頭の良い子を育てることが目的ではなく、文字や絵を

通してコミュニケーション能力等を育むことが重要。

図書館に何を求めるのか？市の教育施設としての図書館の位置付けを出した上

で運営形態を検討すべき。カフェを撤去した本屋もある。

委 員：南砺市は合併以来、旧８町村体制を維持してきたが、従来通りの図書館で良い

    のか、新たなサービスのニーズがあるのか検討する時期に来ている。

事務局：今後、経費面についても検討し方向性を出して行きたい。

・閉会あいさつ 武田会長


